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志学さいこうタイム（SST）発表会開催！ 

 
 ２月７日（土）、今年度の SST における探究学習の取組と成果をお伝えする発表会を開催しまし
た。毎年、保護者の皆さんをはじめ、たくさんの地域の方々にご参加いただいています。今年も昨年
度同様、天候が荒れるとの予報を受け、開催や皆様のご来校を心配しておりましたが、予想を超え
る多くの皆様にご参加いただき、子どもたちは大勢の前で、この１年の成果を立派に発表すること
ができました。 
 今年は学校教育目標のとおり、この発表会を一部進化させ、一層の充実を図りました。昨年まで
発表の後で、皆様からご感想やご質問をいただき、子どもたちと全体の前でやり取りしていただく
場を設けておりました。今年はこの時間をやめ、その代わりに後半一人一人がブース（専用の小ス
ペース）を開設し、全体発表の中では伝えきれなかった具体的な探究のプロセスや、成果物などに
ついて改めてお伝えする機会を設けました。これが大変好評で、先の感想や質問についても、この
場面を使って直接本人に伝えていただくことができました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
当日の子どもたちの発表内容の概略と、本人たちの感想、参加者の感想を掲載します。 

名前 テーマと概略 本人感想 参加者感想 （発表順：敬称略） 

百椛 

「地元の米粉の良さを探る」 

志学産、福岡産、新潟産の米を使った

米粉と、県内業者の作った米粉とで蒸

しパンを作り、その違いを探る。 

よかった部分や直した

方がいいところなども

らえたので、どんどん改

善していきたいと思う。 

地元食材の発信、すごく

良い探究です。短い期間

で多くの意見を取り入

れ、すばらしいです。 

 

珠徳 

「志学にごみが捨てられなくなるためには？」 

志学地域のあちこちに捨てられたご

みを減らすべく、昨年度の実績を踏ま

え、今後イベントを実施していく。 

ブースの時、気になった

点を口頭や紙で教えて

いただき、地域一丸とな

ってやれると思った。 

去年の学びを再検討し、

今年の目標設定、すごい

です。ゴミ拾いイベント

楽しみにしています。 

 

ちゅな 

「志学の薬草」 

志学でとれる薬草の種類や効能を調

べた去年の取組から、実際にお茶を作

り、その効果や味わいを探究した。 

試飲会で来年度に向け

てのアドバイスをたく

さんもらえ、やりたいこ

とが増え、よかった。 

薬効などが示してあり、

しっかり調べられたこ

とがわかりました。試飲

会もよかったです。 

 

令和７年度 学校教育目標 継承と進化    



藍子 

「三瓶そばを有名に」 

三瓶産とそのほかの地域産のそばを

実際に食べ比べたほか、生産者の情報

や思いを取材し、広く発信する。 

ブースが大人気で、たく

さんの質問や感想をも

らえ、がんばってきてよ

かったと思った。 

三瓶そばのいいところ

だけでなく、生産者さん

に目を向けたところが

よかったと思います。 

 

結愛 

「三瓶のお茶について」 

地域で古くより飲まれている「こぉか

茶」について、その特徴やそれを使っ

た食品について可能性を探る。 

課題を見つけ、解決する

のに力を貸してもらっ

たことが一番の思い出

で、また楽しかった。 

かわいいポップがよか

ったです。おいしいお茶

をみんなに知ってもら

えるといいですね。 

 

柚珠羽 

「NEW 志学の観光地」 

観光案内やパンフレットには載って

いない志学の魅力を調査し、独自の観

光マップを作って発信する。 

自分で考えて行動する

のは難しいけど、できた

時の達成感が大きく、が

んばってよかった。 

マップも写真や地元目

線のコメントがあり、と

ても分かりやすかった

です。 

 

晃太 

「にんにくを特産品に」 

三瓶で作られているにんにくにスポ

ットを当て、ソースに加工することで

特産品化を目指す。 

よさの伝え方や地域の

活性化に必要なことな

どを、試行錯誤しながら

活動でき、よかった。 

にんにくソースをいた

だき、とても食べやすく

おいしかったです。家で

も作ってみます。 

 

昊生 

「三瓶のわさびについて」 

山の清流が流れる特徴を生かし作ら

れている三瓶のわさび。その美味しさ

や生産者の思いを発信する・ 

地域の人や先生、友達な

どいろんな人と関わり、

活動することが本当に

楽しかった。 

生産者の思いやわさび

の知識を知った上で食

べることこそ、一番おい

しく食べる方法ですね。 

 

侑樹 

「神楽の体験会」 

地元の神楽人口を増やそうと、自ら作

った神楽グッズを配布したり、衣装や

舞いの体験会をしたりした。 

イベントを開くことが

でき、おかげで勇気と自

信をもって行動できる

ようになったと思う。 

体験会などで活動して

いる姿を見かけました。

その成果が出ているよ

い発表でした。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
大田三中との合同学習を行いました 

 
１月１５日に、恒例となっています三中と合同で道徳と習字

（書初め）の学習を行いました。いつもの道徳の 2倍ぐらいの

人数で、それぞれの意見を出し合うと、いろんな考えが聞こえ

てきて、子どもたちも楽しかった 

ようです。 

また習字では 2名の講師の先生 

から、上手に書くコツを教えても 

らい、画仙紙にのびのびとダイナ 

ミックな文字をしたためました。 

たくさんほめていただき、みん 

なとても満足そうでした。 

 

日 曜 行 事 

24 火 
1・2年学年末テスト 
（～25日） 

26 木 学校運営協議会 

27 金 なかよしお別れ会 

3/4 水 
公立高一般入試 
（学力） 

5 木 
公立高一般入試 
（面接） 

6 金 
予餞会 
生徒会にこにこ訪問 

8 日 
出校日 予行練習 
会場準備 

9 月 卒業式 給食なし 

10 火 振替休業日 

12 木 ５時間授業（～19日） 

13 金 公立高合格発表 

19 木 給食最終日 

小学 6年生の感想より 
 

私は SSTの発表を聞いて、さすが中学生だなと思いまし
た。理由は一人一人がテーマを作り、解決したり、深く調
べたりしていたからです。小学生とは違い、自分で現場に
行ったり、地域の方のアドバイスを聞いたりしていたこと
もすごいなと思いました。 
私ももうすぐ中学生になるので、少しだけ SSTについて
考えてみました。テーマを決めるのも難しかったです。 


